
ロータリーのマジックを行動で示そう！

　2024－2025年度　奉仕プロジェクト報告書　一覧

クラブ名 ページ クラブ名 ページ

1_1 横須賀 2 5_1 相模原 27

1_2 横須賀北 3 5_2 相模原ｸﾞﾘｰﾝ 28

1_3 三浦 4 5_3 津久井中央 29

1_4 横須賀西 5 5_4 相模原橋本 30

1_5 横須賀南西 6 6_2 大和 31

2_1 鎌倉 7 6_3 座間 32

2_2 逗子 8 6_4 大和中 33

2_3 鎌倉大船 9 6_6 大和田園 34

2_4 葉山 10 6_7 海老名 35

2_5 鎌倉中央 11 6_9 厚木県央 36

3_1 藤沢 12 7_1 秦野 37

3_2 藤沢西 13 7_2 伊勢原 38

3_3 藤沢東 14 7_4 伊勢原中央 39

3_4 藤沢北西 15 7_6 伊勢原平成 40

3_5 藤沢南 16 8_1 平塚  経過報告・完了報告 41

3_6 ふじさわ湘南 17 8_3 平塚北　※共同プロジェクト 42

3_7 かながわ湘南 18 8_4 二宮 43

3_8 アーカス湘南 19 8_5 平塚西 44

3_9 ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝｹﾞｰﾄｳｪｲ湘南 20 8_6 平塚湘南　※共同プロジェクト 42

3_10 かながわDEI 21 9_2 湯河原 45

4_1 茅ヶ崎 22 9_5 小田原城北 46

4_2 寒川 23 9_7 足柄 47

4_3 綾瀬 24 10_1 相模原南 48

4_5 茅ヶ崎中央 25 10_3 相模原西 49

4_6 綾瀬春日 26 10_5 相模原柴胡 50

10_6 相模原かめりあ 51



奉仕プロジェクト完了/ 報告   (ロータリーマジック賞用) 

クラブ名 横須賀 

プロジェクト名 １0,000 メートルプロムナードクリーン作戦 

 

活動内容 

 

（２００文字以内でご記入下さい） 

横須賀市内の 6拠点でスタートしたごみ拾い活動を通じて、街の美化を推進

し、ごみ放置の環境問題に対する意識向上や改善活動につなげることを期待

しています。 

この活動は横須賀 RCの企画により、横須賀南西、横須賀西、横須賀ロータ

ーアクトクラブ、市内の大学 1校、高校 5校（父兄含む）、ボーイ/ガールスカウ

ト、横須賀海洋少年団など、幅広い参加者が集まり、毎年総勢 500名を超える

一大プロジェクトとなっています。 

実施期間 2025年 3月 9日（日） 

継続プロジェクトの場合 いつから   2009年から継続実施    何回目      16回目     

実施場所 横須賀市内 

プロジェクトの費用      約 35万   円   

資金はどこから？  □補助金  ■クラブ資金  □その他（       ） 

達成された成果   

 

（１００文字以内でご記入下さい） 

横須賀市内の美化はもちろんのこと、今年で 16回目となる活動の積み重ねに

より、ごみ放置問題への意識向上と改善取り組みの啓発につながりました。 

今年の参加者は総勢５３７名となり、大学生や高校生の参加者が増加し、父兄

の参加にも波及しています。また、タウンニュースの協力のもと、市民への報

告も欠かさず行い、来年の参加者をさらに増やしていきたいと考えています。 

 

成果を測る指標 

（実施回数、支援対象者総

数、その他、数値に表せる

ものがあればいくつでもお

書きください） 

1. 実施回数：今回で１６回目 

2. 参加者数：５３７名 

3. ごみの量：約５００kg 

 

実施して気付いたこと 1. 参加者のモチベーション：参加者の多くが活動に対して高いモチベーシ

ョンを持っていることが分かりました。特に若い世代の参加者が増えた

ことで、環境問題への関心が高まっていることが感じられました。 

2. コミュニケーションの重要性：参加者同士のコミュニケーションが円滑に

進むことで、活動がより効果的に行われることが分かりました。事前の

説明や役割分担が重要です。 

3. 地域の反応：地域住民から清掃活動に対する感謝の声があり、活動が

地域に良い影響を与えていることが実感できました。 

4. ごみの種類：回収したごみの種類をみるとタバコの吸い殻やペットボト

ルなど特定のごみが多く放置されていることが分かり、今後の啓発活

動に活用できると感じました。 

5. 改善点：活動の効率を上げるために、道具の準備や参加者の配置な

ど、いくつかの改善点が見つかりました。これにより、次回の活動がさら

に効果的になると期待できます。 

 

これらの気づきをもとに、次回の活動計画を立てる際に役立てることが

できます。 







経過報告　実施日2025.4.29

 

     奉仕プロジェクト完了/経過 報告   (ロータリーマジック賞用) 

クラブ名 横須賀西ロータリークラブ 

プロジェクト名 命 輝かすために 子ども達に明るい未来を （第 16回チャリティコンサート） 

 

活動内容 

 

（２００文字以内でご記入下さい） 

当クラブは毎年 4月 29日に「命 輝かすために 子ども達に明るい未来」をテーマ

に国内外の災害で困っている子ども達の手助けの為にチャリティコンサートを

開催しております。 

今年で 16回目の開催で、今年度は昨年に引き続き能登半島地震・豪雨で多く

の方々が困っている現状から今年も能登の子ども達のために募金活動を行い

ます。集まった募金は NPO良薬センターを通じて能登の学校に役立てるよて

いです。 

ロータリー活動の奉仕の精神を地域の方々と一緒に盛りたてます。 

開催日が毎年 4月 29日となっている為、今年度の奉仕プロジェクトの締切日

には完了報告が出せませんが、今年度も 4月 29日に向かって準備を進めて

います。 

添付する写真は昨年のコンサートの写真ですが参考にして頂ければと思いま

す。 

 

実施期間 2025年 4月 29日（火曜日）祭日 

継続プロジェクトの場合 2009年から今年で 16年目です。 第 16回目です          

実施場所 横須賀市衣笠栄町 3－77 金谷山 大明時（当クラブの会員のお寺です） 

プロジェクトの費用 ４１８，０００円  地区補助金：307,000円 地区補助金：111,000円 

資金はどこから？  ㋹補助金  ㋹クラブ資金  □その他（       ） 

達成された成果   

 

（１００文字以内でご記入下さい） 

今年度は 30～35万円の募金を目標にしています。 

 

 

成果を測る指標 

（実施回数、支援対象者総

数、その他、数値に表せる

ものがあればいくつでもお

書きください） 

実施回数 15回   

支援対象人数 60名 

横須賀西 RC・第 1グループ各ＲＣ・三浦学苑ＩＡ 

神奈川第２部日蓮宗社協会・青年部・大明寺 

深愛幼稚園・ＮＰＯ良薬センター 

実施して気付いたこと ロータリークラブの方々のお力の大きさに気づきました。やはりロータリー活動

としてこのような活動を行いますと、ロータリー以外の方々のご協力を得やす

く、協力者がいる事、地域での協力者が得やすい事、信用してくれる事、 

チャリティですので、信用してくれませんと何事も進みませんが、地域の名士の

集まりであるロータリークラブなら協力者居る事に気付きました。 

 

 

 



 

     奉仕プロジェクト完了/経過 報告   (ロータリーマジック賞用) 

クラブ名 横須賀南西ロータリークラブ 

プロジェクト名 ボッチャ大会 

 

活動内容 

 

（２００文字以内でご記入下さい） 

地域の住民、体が不自由な方、施設の子供たち並びに地域の学生を対象で 

８３名参加。横須賀総合福祉会館５Fでボッチャ大会を行いました。 

試合形式は午前の部リーグ戦、午後の部トーナメント戦とし、１位から３位まで 

表彰トロフィーを授与。 

 

 

実施期間 2025年 3月 14日（金）準備、3月 15日（土）実施 

継続プロジェクトの場合 いつから               何回目           

実施場所 横須賀総合福祉会館 5階 

プロジェクトの費用                470,360円   

資金はどこから？  ☑補助金  ☑クラブ資金  □その他（       ） 

達成された成果   

 

（１００文字以内でご記入下さい） 

ボッチャの経験がない方、体の不自由な方も大変喜んで頂き、来年も是非、実

施してほしいと沢山の意見を頂きました。地区補助金で購入したボッチャ用品

を再利用で次年度もクラブの継続的な奉仕活動としていきたいと思いました。 

 

成果を測る指標 

（実施回数、支援対象者総

数、その他、数値に表せる

ものがあればいくつでもお

書きください） 

参加者８３名１２チーム（４コート）：ボッチャ用具４セット＋ランプ４組 

 

実施して気付いたこと 今回の奉仕活動は今後も継続できる活動で、参加者の希望もあり、毎年 

実施を考えております。 

 



MP４ファイル提出あり

MP４ファイル提出あり
 

     奉仕プロジェクト完了/経過 報告   (ロータリーマジック賞用) 

クラブ名 鎌倉ロータリークラブ 

プロジェクト名 北鎌倉女子学園高等学校における職業講話事業 

 

活動内容 

 

（２００文字以内でご記入下さい） 

卒業したあとの３年生を除く１年生、２年生全員約２３０名の生徒さんを８つの

グループに分け、８つの教室でロータリアンが自身の本業について講師となり

４０分の講話を行う。これを２部行い、生徒さんは１部と２部の２業種の講話を

受講する。 

２部の講話終了後は全校生徒さんが講堂に集まり、ロータリークラブの説明と

主なロータリーの事業説明を小冊子なども活用して行い、ロータリーが目指す

公共イメージの向上と理解向上にも取り組んだ。 

実施期間 2025年 3月 13日（木曜日）AM9:00～12:00 

継続プロジェクトの場合 いつから 本年から           何回目    １回目       

実施場所 北鎌倉女子学園 学校内各教室 

プロジェクトの費用           約 50,000    円   

資金はどこから？    クラブ資金で   

達成された成果   

 

（１００文字以内でご記入下さい） 

この効果をすぐに図ることは出来ないが、多くの生徒さんから寄せられた 

感想を読んでみて多くの生徒さんたちが講師の話しを自分ごととして考えて 

くださっていたことは大きな成果だと思う。 

講師を担ったロータリアン自身が大きな何かを掴んだようであります。 

成果を測る指標 

（実施回数、支援対象者総

数、その他、数値に表せる

ものがあればいくつでもお

書きください） 

受講した生徒さんの感想とその内容を考察することが肝要 

学校側、先生の評価などにも耳を傾ける 

何より学校側から「来年もぜひ実施を」との言葉をいただくこと 

講話を行うロータリークラブが全体として事業へ向け一体となれること 

実施して気付いたこと 受講する生徒さんのために・・・との思いで、様々な準備を多くのメンバーで時

間をかけ行ってきましたが、実施してみて感じたことは「生徒さんの気づきにな

ったであろう」だけではなく、行ったロータリアンの側に多くの感動と満足感がも

たらされたことは、当初では予想できませんでした。                                    

地域メディアの J-COM さん、タウンニュースさんの取材もいただき公共イメー

ジの向上に少なからず貢献できたと考えられる。記録として自らが撮影した動

画も編集し、今後の事業や鎌倉ロータリークラブの紹介など多くの場面で活用

することができる素材を創ることが出来ました。 

 



 

     奉仕プロジェクト完了/経過 報告   (ロータリーマジック賞用) 

クラブ名 逗子ロータリークラブ 

プロジェクト名 湘南青少年環境会議 IN逗子 2025 

 

活動内容 

 

（２００文字以内でご記入下さい） 

今回で 3回目を迎えるプロジェクトですが次世代を担う中学高校生に日頃、環

境問題や持続可能な社会を作るために、日頃実践している活動や考えを多く

の人に伝える場と学生が相互に交流できる機会を提供する事を目的とします 

当日は環境省の方も出席い頂き学生からのメッセージを直接伝える場とします 

 

実施期間 2024.12月ウインタースクールで準備の上、2025年 3月 29日に実施 

継続プロジェクトの場合 いつから２０２３年度から     ３何回目           

実施場所 逗子開成中学高校 徳間ホール 

プロジェクトの費用 約 600，000円   

資金はどこから？  □補助金￥４３５，022  □クラブ資金￥200，000（       ） 

達成された成果   

 

（１００文字以内でご記入下さい） 

参加学生の大幅な増加、今回５４名 

環境大臣も出席いただき、多くの学生が環境問題や SDG‘Zに対する熱意あ

る発表が行なわれた 

単なる発表の場でなく、話し合われた内容を基に実践する事となった（10月の

逗子市民祭りにおいて） 

成果を測る指標 

（実施回数、支援対象者総

数、その他、数値に表せる

ものがあればいくつでもお

書きください） 

実施回数 3回、プロジェクト参加学生数 54名、一般聴衆７０名 

後援：環境省（本年度は浅尾大臣も参加）、神奈川県逗子市教育委員会、神奈

川県ユニセフ協会 

協力：逗子開成中学校高等学校、聖和学院中学校高等学校 

取材メディア：読売新聞（3/30掲載）、J-com、タウンニュース 

 

実施して気付いたこと 参加された学生さん達の意識の高さ、それを伝える表現力に感動しました 

また、当日は悪天候にも関わらず多くの一般の方々が聴講に訪れるていただ

きました 

 



 

     奉仕プロジェクト完了/経過 報告   (ロータリーマジック賞用) 

クラブ名 鎌倉大船 

プロジェクト名 ウオーキングイベントとエンドポリオのコラボレーション。 

 

活動内容 

 

（２００文字以内でご記入下さい） 

１0 月 12 日鎌倉市役所において、当クラブ小野里幹事が勤務している住友生命が主

催するウオーキングイベント（鎌倉市内を散策）において、当クラブもエンドポリオ

のブースを出展した。 

実施期間 ２０２４年１０月１２日 

継続プロジェクトの場合 いつから  ２０２３年度            何回目    ２回目       

実施場所 鎌倉市役所 及び 鎌倉市内 

プロジェクトの費用           ０     円   

資金はどこから？  □補助金  □クラブ資金  □その他（       ） 

達成された成果   

 

（１００文字以内でご記入下さい） 

本イベントは鎌倉市の市民健康課からも後援をいただき、参加者個人の健康を考え

る啓発になると共に、ポリオで苦しむ世界の子供たちに対する援助を知ってもらう

良い機会となった。 

 

 

成果を測る指標 

（実施回数、支援対象者総

数、その他、数値に表せる

ものがあればいくつでもお

書きください） 

エンドポリオへの寄付額    15，210 円 

参加者数  440名 

実施して気付いたこと 保険会社の有用性を活かした「職業奉仕」、ポリオ根絶を知ってもらう「国際奉仕」、

ロータリークラブのイメージアップがコラボした奉仕プロジェクトとして継続して

取り組んでいきたい。 

 



 

     奉仕プロジェクト完了/経過 報告   (ロータリーマジック賞用) 

クラブ名 葉山ロータリークラブ 

プロジェクト名 葉山町制施行 100周年記念作文コンクール 

 

活動内容 

 

（２００文字以内でご記入下さい） 

葉山町制施行 100周年を迎えるにあたり、未来を担う子どもたちの視点から、将来の葉

山町の姿や自身の関わり方についての意見や夢を募集した。応募作品は審査の上、  

10月 26日の記念式典にて表彰し、トロフィー及び記念品を授与した。本事業を通じて、歴

史や文化の継承、未来への機運醸成を図るとともに、子どもたちが町の未来を主体的に

考える機会を創出した。 

 

実施期間 10月 26日(土曜日) 

継続プロジェクトの場合 いつから               何回目           

実施場所 葉山町福祉文化会館(2024年 10月 26日に表彰式を実施) 

プロジェクトの費用      46万         円   

資金はどこから？  □補助金  □クラブ資金                        

その他（葉山町制施行 100周年記念事業補助金 1/2） 

達成された成果   

 

（１００文字以内でご記入下さい） 

葉山町制施行 100周年記念式典での作文コンクール最優秀賞の発表を通じて、次世代

の環境意識を向上させ、地域の自然保護の大切さを町民と共有できた。持続可能な未来

への意識醸成にも貢献した。 

成果を測る指標 

（実施回数、支援対象者総

数、その他、数値に表せる

ものがあればいくつでもお

書きください） 

 

実施して気付いたこと 1.子どもたちの視点が未来の環境意識向上に大きく貢献することを実感 

• 作文コンクールを通じて、子どもたちの率直な意見や発想が地域の環境意識を高め

る大きな力になることを改めて認識した。 

 

2.環境意識の醸成には、具体的な行動指標が効果的 

• 受賞作品で語られた「毎日 1つごみを拾う」というシンプルな行動が、         

多くの人に共感を与え、持続可能な行動のきっかけとなった。 

  

3.今後の継続的な取り組みが必要 

• 一度の式典や表彰だけでなく、こうした活動を定期的に実施し、次世代の意識をさら

に育てていくことが重要であると感じた。 

 

この経験を活かし、今後の奉仕活動においても、環境意識の向上を促す機会を積極的に

創出していきたい。 

 



 

     奉仕プロジェクト完了/経過 報告   (ロータリーマジック賞用) 

クラブ名 鎌倉中央ＲＣ 

プロジェクト名 盲学校の子供たちを海とバーベキューに招待するプロジェクト 

 

活動内容 

 

（２００文字以内でご記入下さい） 

厳しい環境の中で奮闘する、横浜訓盲学院の先生方やご家族、子どもたちを

応援するプロジェクトです。横浜訓盲学院には重複障害を持つ３歳から１８歳

までの子供たち３０名がおり、うち、１１名が学院で生活しており、１９名が通学

しています。重複した障害を持つ子供たちに、学院は子供たち一人一人の個

性を大切にする教育を、コツコツと積み重ねています。どのようなプロジェクト

が一番喜んでもらえるかをヒヤリングを重ね実現しました。 

 

実施期間 ２０２４年９月７日 

継続プロジェクトの場合 いつから               何回目           

実施場所 横浜海の公園 

プロジェクトの費用               ５３７６８４ 円   

資金はどこから？  ■補助金  ■クラブ資金  □その他（       ） 

達成された成果   

 

（１００文字以内でご記入下さい） 

大きな反響と沢山の感謝の言葉を頂戴しました。学院の子供たちは海に入っ

たこともなく、皆でバーベキューを楽しむ機会も皆無でした。多くのサポーター、

水陸両用車いす、熱中症対策を準備し、無事遂行することができました。 

 

 

成果を測る指標 

（実施回数、支援対象者総

数、その他、数値に表せる

ものがあればいくつでもお

書きください） 

参加者 盲学院生徒 １８名 生徒親家族１５名 学院教職員 9名 学院職員

7名 ボランティア（医療従事者など）6名 明治大学ボードセーリング部学生

20名 

訓盲学院との打合せ（対面）6回 

海の公園事務局との打ち合わせ（対面）２回 

海の公園バーベキュー場との打ち合わせ（対面）3回 

 

実施して気付いたこと サポーターをやってくださった、明治大学ボードセーリング部学生達から、学院

の子供たちにたいして自分のような健常者にまさる精神力を持っていると感じ

たことや、今後もできるボランティアをやりたいとの感想がよせられました。 

とても大変なプロジェクトでしたが、とてもやりがいのあるプロジェクトでした。成

功に導くため、一緒に汗を流してくれた、鎌倉中央ＲＣの会員の皆さんに心か

ら感謝します。 

 

 



 

     奉仕プロジェクト完了/経過 報告   (ロータリーマジック賞用) 

クラブ名 藤沢ロータリークラブ 

プロジェクト名 ２０２４年カンボジアでの歯科検診及び口腔衛生指導 

 

活動内容 

 

（２００文字以内でご記入下さい） 

2013年より歯ブラシを知らない、歯磨きをしたことのない子供達と歯磨きの必

要性を理解しない学校関係者に対して「何故歯が痛くなるのか？」「何故歯を

磨くのか？」を歯科検診や口腔衛生指導を通じて指導を行い意識改善に取り

組んだ。歯科検診ではクメール語の検診票を作成して本人、学校に渡して情

報共有を行った。口腔衛生指導では歯ブラシ・歯磨き粉の使い方を手鏡を用

いて指導し、高学年には歯垢を染め出して落とすように指導した。 

 

 

 

実施期間 ２０２４年１１月２８日～１２月１日 

継続プロジェクトの場合 いつから  ２０１３年           何回目  ９回目（コロナで３回中止）      

実施場所 カンボジア・シェムリアップ（チェイ小学校、ニューチャイルドケアセンター） 

プロジェクトの費用          約 ４００,０００ 円   

資金はどこから？  □補助金  ☑クラブ資金  ☑その他（ 自費 ） 

達成された成果   

 

（１００文字以内でご記入下さい） 

歯を磨くことによって口腔内環境が改善し、むし歯の減少、痛みの減少と歯垢

（プラーク）の減少、歯肉状態の改善、口臭の減少が見られた。 

歯を磨くことで口腔内の状況が良くなることが自覚できるようになってきた。 

 

 

成果を測る指標 

（実施回数、支援対象者総

数、その他、数値に表せる

ものがあればいくつでもお

書きください） 

毎年、小学生・幼児合わせて約 650名の検診を行った。（過去 9回） 

世界的なむし歯の評価基準に DMFT（一人平均むし歯数）があり、D（未処置う

蝕歯）M（喪失歯）F（う蝕が原因で処置された歯）の総和を人数で割った数で 

その中でも 12歳児 DMFT（永久歯列が完成する 12歳が世界比較対象）が 

2013年全ての歯が虫歯の状態が 2015年 4.0、2016年 4.3、2017年 4.0、 

現在は 3.1にまで数値が下がっている（日本の 12歳 DMFTは 1.0以下） 

全校生徒ではむし歯の無い者は 7.7％、むし歯罹患率は 92.3％ 

（日本のむし歯罹患率は 37.2％） 

口腔衛生指導（ブラッシング指導・染色液で染め出し）は原則２０％以下になる

ように指導（日本では１０％以下が理想）している。 

 

実施して気付いたこと 初年度は歯ブラシ渡しても歯を磨く物との認識が無く、机や脚をこすったりして

いるのに非常に驚いた。実際に見せて楽しみながら指導することで各自が理

解し口腔衛生状態を改善していくことができた。我々日本人には当たり前の歯

磨きを知らないという事実に衝撃を受けるとともに、知らない子供たちに教える

のが如何に難しいかを実感した。初めて 10年以上経ち理解してきた子供たち

にまた会うのが楽しみである。最後にこの歯科検診奉仕活動を行うにあたりカ

ンボジアでの活動をサポートしていただいている NPO法人ハートオブゴールド

（代表：有森裕子）様には大変感謝しております。 

 



 

     奉仕プロジェクト完了/経過 報告   (ロータリーマジック賞用) 

クラブ名 藤沢西ロータリークラブ 

プロジェクト名 引地川親水公園河津桜再整備事業 

 

活動内容 
 
（２００文字以内でご記入下さい） 

 藤沢西ロータリークラブは、創立 40周年事業として、春の訪れを感じさせ、

市民の憩いの場を提供するために、引地川親水公園に数年に分けて河津桜

を 100本植樹しました。しかし、20年の歳月が経ち、17本枯れてしまいまし

た。 

 本年度は創立 60周年を迎えるにあたり、60周年記念事業として、当初の

100本に戻す河津桜再整備事業を開催いたします。 

また、引地川親水公園に藤沢西ロータリークラブ創立 60周年事業の看板を設

置致します。 

 開催当日は、藤沢市長様をはじめ、社会福祉法人”創”、木曜クラブの方々

に植樹体験をして頂きます。 

実施期間 2025年 4月 24日 

継続プロジェクトの場合 いつから               何回目           

実施場所 藤沢市引地川親水公園 

プロジェクトの費用  1,050,000      円   

資金はどこから？  補助金  クラブ資金  □その他（       ） 

達成された成果   
 

（１００文字以内でご記入下さい） 

 

 

 

成果を測る指標 
（実施回数、支援対象者総

数、その他、数値に表せる

ものがあればいくつでもお

書きください） 

 

実施して気付いたこと  

 

 



経過報告　実施日2025.4.27

 

     奉仕プロジェクト完了/経過 報告   (ロータリーマジック賞用) 

クラブ名 藤沢東ロータリクラブ 

プロジェクト名 聴覚障害者と地域の交流 ～花壇作りとデフリンピック体験を通じて～ 

 

活動内容 

 

（２００文字以内でご記入下さい） 

プロジェクトを通じて、聴覚障害がどのような困難を抱えているかを理解しても

らい、社会のバリアフリー化に向けた意識を高めること。（手話体験） 

聴覚障害者のオリンピックであるデフリンピックの選手と交流する機会を提供

し、競技や日常生活に対する理解を深めること。（早瀬久美選手講演、デフス

ポーツ体験） 

藤嶺学園の得意とする茶道体験を聴覚障害者、地域の方々に提供し、触れる

機会を与えること。（茶道体験） 

実施期間 2025年 4月 27日（日） 10:00～ 

継続プロジェクトの場合 いつから               何回目           

実施場所 藤嶺藤沢学園 中学校 

プロジェクトの費用       500,000     円   

資金はどこから？  ■補助金  □クラブ資金  □その他（       ） 

達成された成果   

 

（１００文字以内でご記入下さい） 

一般の人々が聴覚障害者の日常生活の困難について理解し、積極的に関わ

ることで、社会全体がより包括的になります。 

これらの成果は、地域社会全体の発展と共に聴覚障害者や、地域住民の生活

の質の向上に繋がります。 

成果を測る指標 

（実施回数、支援対象者総

数、その他、数値に表せる

ものがあればいくつでもお

書きください） 

●聴覚障害者: プロジェクトを通じて、聴覚障害者は自分たちの困難やニーズ

がより広く理解され、社会参加の機会が増えます。また、交流イベントや文化

体験を通じて、新たな経験を享受し、自己成長や自己肯定感の向上につなが

ります。 

 

●藤嶺学園の生徒: 聴覚障害者との交流や文化体験を通じて、藤嶺学園の生

徒は異なる背景や文化に対する理解を深めます。また、地域社会での活動に

参加することで、社会貢献意識やコミュニケーション能力が向上します。 

 

●地域の住民: プロジェクトに参加することで、地域の住民は聴覚障害者やデ

フリンピック選手と交流する機会を得ます。異なる文化や価値観を理解し、地

域社会の多様性と包括性を高めることが期待されます。 

 

●地域社会全体: プロジェクトを通じて、地域社会全体の一体感や連帯感が

高まります。バリアフリーな環境の整備や相互理解の促進によって、より包括

的で共生的な社会が形成されることが期待されます。 

実施して気付いたこと これから実施します 

 

 



 

     奉仕プロジェクト完了/経過 報告   (ロータリーマジック賞用) 

クラブ名 藤沢北西ロータリークラブ 

プロジェクト名 老人奉仕施設での植栽奉仕活動 

 

活動内容 

 

（２００文字以内でご記入下さい） 

藤沢市の老人福祉施設こぶし荘の玄関前に、プランター約５０個に季節の花を

植える奉仕活動を行っています。 

１１月１４日はパンジーを植えました。米山奨学生と作業指定障害福祉サービ

ス事業所「えにしんぐ」と共に活動しています。 

この奉仕活動は２００２年から年に２，３回のペースでの継続事業です。 

 

実施期間 2024年 11月 14日、2025年 5月 22日（予定） 

継続プロジェクトの場合 いつから  2002年から      何回目   年２～３回（花の状態による）    

実施場所 藤沢市の老人福祉施設こぶし荘 

プロジェクトの費用       年間 約８0,000  円   

資金はどこから？  □補助金  ■クラブ資金  □その他（       ） 

達成された成果   

 

（１００文字以内でご記入下さい） 

① こぶし荘を訪れた方たちに花を見ていただく 

② 植え替える前の花の盛りをすぎた花は、こぶし荘の利用者様の希望者にお

渡しして喜ばれている。渡すときに、ロータリーの活動であることをアピール

している。 

③ 作業指定障害福祉サービス事業所「えにしんぐ」へ仕事を依頼している。 

 

成果を測る指標 

（実施回数、支援対象者総

数、その他、数値に表せる

ものがあればいくつでもお

書きください） 

① ２００２年から２２年間継続事業である。 

② 毎年、２～３回実施している。（花の状況により回数が変動） 

③ 会員の６割が参加。 

④ こぶし荘は２０１１年で年間 143,048人、2023年は 63,714人の利用があ

る。 

実施して気付いたこと  

 

 



 

     奉仕プロジェクト完了/経過 報告   (ロータリーマジック賞用) 

クラブ名 藤沢南ロータリークラブ 

プロジェクト名 海の家で絵を描こう！2024 

 

活動内容 

 

（２００文字以内でご記入下さい） 

・辻堂海岸周辺の小学生(3-6年生)を集めて、海岸環境の保護を目的とした、

国際環境 NGO「Surfrider Foundation」中川氏を講師に招いての「海のゴミに

関する講習」を行いました。特にマイクロプラスチックが海洋生態系に及ぼす

被害などをメインで行いました。 

・その後で子供達にザルを持たせて海岸の砂からコメ粒ほどのマイクロプラス

チック等のゴミ拾いの作業をしてもらいパッと見ではわからないゴミが沢山砂

に混ざっているのを確認してもらいました。 

・子供達にペンキと刷毛を持たせて、海の家の壁に自由に絵を描いてもらい、

子供たちの想像力発揮及び集団で壁画を完成させる体験をしてもらいまし

た。 

・最後に BBQ(バーベキュー)で食事をして親睦を深めました。 

実施期間 2024年 7月 29日(月)9:30-12:30 

継続プロジェクトの場合 いつから  2022年から   何回目 3回目 

実施場所 辻堂ビーチハウス(辻堂海岸の海の家) 

プロジェクトの費用     356,774 円   

資金はどこから？  ■補助金  ■クラブ資金  □その他（       ） 

達成された成果   

 

（１００文字以内でご記入下さい） 

・子ども達は海のゴミの説明を聞き、砂浜でゴミを見つけて問題の深刻さを体

感できました。 

・海の家の白い大きな壁に、ペイントと刷毛で自由に絵を描かせて、伸び伸び

とした環境での創作活動の場を提供しました。 

・夏休みの間は会えなくなってしまう学校の同年代の友達との思い出が作れた 

・子供だけでの参加可能なので、共働き等で保護者が付き添えないお子さん

等も参加出来た。 

・更には給食が無い夏休みの子供食堂的な役割も出来た。 

成果を測る指標 

（実施回数、支援対象者総

数、その他、数値に表せる

ものがあればいくつでもお

書きください） 

・参加者(含む保護者)      50名 

・支援対象者(ロータリアン他) 25名 

・壁の子供たちの描いた絵と共にロータリーの名前やマークを入れた事で、夏

の間中（7月末～8月末）辻堂海岸を訪れる方達へのロータリー広報活動とな

った 

実施して気付いたこと ・マイクロプラスチックなどの海のゴミの深刻さを改めて認識した。 

・真っ白な壁に絵を描く子供達の創造力の豊かさに感心した。 

・藤沢南 RC と藤沢南ディスカバー衛星 RCが一体となって取り組むことで、よ

り連帯感を高めることができた。 



 

     奉仕プロジェクト完了/経過 報告   (ロータリーマジック賞用) 

クラブ名 ふじさわ湘南 RC 

プロジェクト名 白百合ベビーホーム遠足支援事業 

 

活動内容 

 

（２００文字以内でご記入下さい） 

白百合ベビーホーム（乳児院施設）の外出機会が限られている子ども達へ遠

足の機会を提供する支援事業です。継続事業として実施しており、今年度で７

年目となっております。過去には江ノ島水族館やミカン狩りにて遠足を実施し

ておりましたが、今年度はキッズリゾートという屋内型遊園施設にて開催し、子

ども達は夢中で遊びまわり満面の笑みで過ごす姿を見届けることが出来まし

た。我々ロータリアンも子ども達と一緒に遊び、昼食を共にし、子ども達の笑顔

や何気ないしぐさに心から愛しい気持ちと癒しを頂く機会となっています。 

 

実施期間 ２０２４年９月３０日 

継続プロジェクトの場合 いつから ２０１８年度       何回目 ７回目     

実施場所 白百合ベビーホーム及びファンタジーキッズリゾート 

プロジェクトの費用 165,665円   

資金はどこから？  □補助金  ☒クラブ資金  □その他（       ） 

達成された成果   

 

（１００文字以内でご記入下さい） 

普段は園内で過ごすことが多く、外出機会の少ないベビーホームの子ども達

が園外で思いっきり遊ぶ機会を提供することが出来、招待した職員の方々にも

とても喜んで頂けた。 

参加したロータリアン一人一人が感動し、今後のロータリアンとしての活動意

欲を高めることに寄与できた。 

 

成果を測る指標 

（実施回数、支援対象者総

数、その他、数値に表せる

ものがあればいくつでもお

書きください） 

今年度で 7回目となる継続事業。 

今年の参加者はベビーホームの子どもと職員併せて 20名、これまでの参加

人数は合計 200名に迫る。 

実施して気付いたこと 奉仕するもの最も報いられるというロータリーの精神が真実だということ。 

この事業を通じて、行動することの素晴らしさを会員一同が感じているからこそ

毎年の参加人数が多い活動になっているのだと感じています。 



 

     奉仕プロジェクト完了/経過 報告   (ロータリーマジック賞用) 

クラブ名 かながわ湘南ロータリークラブ 

プロジェクト名 マダガスカル養鶏プロジェクト -子供たちの栄養改善のために- 

 

活動内容 

 

（２００文字以内でご記入下さい） 

マダガスカル共和国のアンタナナリボ近郊のアチモンジャン郡の二つのコミュ

ーンにおいて、発達阻害の 5歳未満児を持つ零細農家 100世帯（アンブイザ

ナカ 63、ツィアファ 37）を対象に、養鶏の研修を実施、雌 4羽雄 1羽の鶏と、

養鶏に必要な資材を提供し、卵や育てた鶏を食材とすることで子供たちの栄養

改善を図り、また卵や鶏を売ることで生計の向上を目指した。 

実施期間 2024年 9月～2025年 2月末 

継続プロジェクトの場合 いつから               何回目           

実施場所 マダガスカル共和国アチモンジャン郡アンブイザナカとツィアファ 

プロジェクトの費用 1,561,527円   

資金はどこから？  ■補助金  ■クラブ資金  □その他（       ） 

達成された成果   

 

（１００文字以内でご記入下さい） 

9月の研修を経て、１１月に養鶏を開始してから、100世帯全体で毎月 70個以

上の卵が孵化しており、養鶏の継続を通じての生計改善が見込まれる。 

成果を測る指標 

（実施回数、支援対象者総

数、その他、数値に表せる

ものがあればいくつでもお

書きください） 

5歳未満の発達阻害児を持つ 100世帯が対象 

養鶏開始前の研修（養鶏専門家と現地の AMDA スタッフ） 

養鶏開始後のモニタリング指導（5人の専門家による各家庭の毎月訪問） 

毎月孵化する卵の数は、11月以降、100世帯全体で毎月 70羽 

実施して気付いたこと 10月には会長以下クラブ会員 3名で現地を訪問、協力団体の AMDA社会開

発機構の駐在員と現地スタッフの案内で、受益者 7世帯を視察した。電気のな

い家庭がほとんどであったが、研修の内容を生かし、各家庭がそれぞれのや

り方で鳥小屋を作り（費用は各家庭が負担）、養鶏による生計改善に真摯に取

り組んでいることを確認できた。我々が滞在した首都のアンタナナリボには電

気も水道もあったが、車で 1時間ほど走った支援者の住む地域は、赤く乾いた

土埃がまう砂漠のようなところだった。電気も水道もない貧しいレンガ造りの家

に暮らす受益者たちと会い、支援の必要性を強く実感した。そのとき訪問した

受益者の一人に、小さな露店を母親と営むシングルマザーがいたが、本プロジ

ェクトを通じて、卵や鶏肉を売ることができるようになったという報告を受け、そ

の写真を見て（次ページに掲載）、成果を実感できた。これこそロータリーマジ

ックであり、支援した 100世帯のそれぞれに、ロータリーのマジックがもたらさ

れたものと確信するに至った。 





 

     奉仕プロジェクト完了/経過 報告   (ロータリーマジック賞用) 

クラブ名 イノベーションゲートウエイ湘南 

プロジェクト名 地域部活 高校生ミュージカル AQUA支援プロジェクト 

 

活動内容 

 

（２００文字以内でご記入下さ

い） 

高校生ミュージカル Aquaは 2023年春に高校生が立ち上げた藤沢市を拠点と

した地域部活で、市内市外さまざまな学校に通う高校生が集まって、自分たちで

一から運営や練習を行っています。 

オリジナル脚本のミュージカル上演に向けて、地域の方や企業と協力をしながら

街を盛り上げていくという活動に、当クラブは、オリジナルミュージカルの上演支

援として、Aqua活動を紹介する機会の提供（協賛やクラファンのお知らせ）や観

客としての参加、iPark講堂での公開練習機会の提供などを行ってきました。 

実施期間 ２０２３年９月から２０２５年３月まで 

継続プロジェクトの場

合 

いつから   ２０２３年ごろ           何回目    ２回目       

実施場所 iPark講堂 iPark フェスティバル 

プロジェクトの費用                円   

資金はどこから？  □補助金  □クラブ資金  □その他（ クラウドファンド、寄付） 

達成された成果   

 

（１００文字以内でご記入下さ

い） 

Aqua活動紹介を例会卓話で実施。本公演の広報協力。クラファン紹介やメンバ

ーのクラファン支援。クリスマス例会等でゲストを招いて講演披露する他、iPark

と連携しイベント講演披露するなど、講演機会の協力を実施。 

成果を測る指標 

（実施回数、支援対象者

総数、その他、数値に表

せるものがあればいくつで

もお書きください） 

現在まで、４００人収容の iPark講堂での公開講演３回支援 

例会卓話での活動紹介 ２回 

本公演でのメンバー各人クラウドファンド協力 ２０２４年 ２０２５年 ２回実施 

支援対象者 高校生１０人 

実施して気付いたこと 1.当活動には、いわゆる部室のような決まって集合する場所がなく自分たちで都

度市民センター等を予約しており、音楽活動できる場所も限定的のため、活動

場所の確保に課題がある。 

2.学校にいけない子、学校になじめない子、自分の活動表現ができる場がない

子の居場所になる。 

3.高校生主体のため、大人の関与が必要であるが、大人が関与すればするほど

利害関係が生じるリスクもあり、奉仕団体であるロータリーが関与する意義が大

きい。地域部活の運営母体にロータリーが主体的に関わるのはよいのではない

かと感じている。 

4.資金確保に大きな課題があり、協賛だけでは足りず２期連続クラファンを実施

しているが、ロータリー補助金の活用を検討できる事業と考える。 



 

     奉仕プロジェクト完了/経過 報告   (ロータリーマジック賞用) 

クラブ名 かながわ DEIロータリークラブ 

プロジェクト名 城山学園子ども支援プロジェクト 

 

活動内容 

 

（２００文字以内でご記入下さい） 

湯河原町の児童養護施設、城山学園で生活している子どもたちに対して、自

然と触れあう体験や、レクリエーション、自尊感情を高めるための講演等を提

供する。ロータリー会員や同好会活動メンバーたちとともに、さつまいも・じゃが

いもなどの作物の植え付けや収穫を行い、収穫物を使った料理、食事を野外

で行う。また、子どもたちに人気の youtuberを講師として招き、楽しい体験や

話し合いのできる機会をつくる。 

 

実施期間 2024年 8月〜2025年５月 

継続プロジェクトの場合 いつから               何回目           

実施場所 城山学園及び湯河原町内の畑 

プロジェクトの費用 400,000円   

資金はどこから？  補助金＋クラブ資金 

達成された成果   

 

（１００文字以内でご記入下さい） 

8月 13日には城山学園の園庭でスイカ割りや流しそうめん、ばなな先生を囲

んでのお話会、11月 10日にはさつまいも収穫祭を行い、畑でカレーライスを

いただくイベント、12月 22日には「おいも deサンタ」を実施。5月にはさつまい

もの植え付けを計画している。 

 

成果を測る指標 

（実施回数、支援対象者総

数、その他、数値に表せる

ものがあればいくつでもお

書きください） 

今年度実施した 3回のイベントでは、合計２００人弱の人数が参加。 

実施して気付いたこと 街中でたまたま出会った時にも、児童たちが挨拶をしてくれるようになった。親

御さんと一緒に暮らすことのできない子どもたちは、養護施設の職員や学校教

員以外にも、身近で支えてくれる大人たちの存在を必要としている。彼らが多

少なりとも社会との関わりを広げていくための一助となっているという実感を持

った。 

 



 

     奉仕プロジェクト完了/経過 報告   (ロータリーマジック賞用) 

クラブ名 茅ヶ崎ロータリークラブ 

プロジェクト名 茅ヶ崎ラグビースクール主催 ラグビー大会 

 

活動内容 

 

（２００文字以内でご記入下さい） 

ロータリークラブの公共イメージ向上を目的とし、当クラブにて昨年度より実施

している青少年奉仕事業です。県下の小学生ラグビースクールを招致し、交流

試合開催及び運営支援を実施しております。 昨年度は茅ヶ崎ロータリーよ

り、ＡＥＤ、横断幕、優勝カップ、テント、ラグビーボール、子供用お菓子等を提

供し、将来を担う子供達がスポーツを通じてラグビーの基本理念でもある『One 

for all、all for one』の精神を学ぶ場を提供しています。 

実施期間  

継続プロジェクトの場合 いつから  2024年 3月     何回目   2回目     

実施場所 茅ヶ崎市柳島スポーツ公園総合競技場 

プロジェクトの費用        58万        円  （昨年度）※今年度予算 12万 

資金はどこから？  □補助金  ■クラブ資金  □その他（       ） 

達成された成果   

 

（１００文字以内でご記入下さい） 

茅ヶ崎、大和、川崎、小田原、平塚、秦野、厚木の各ラグビースクール小学生

約 300名が参加し、大会支援を通じて、青少年の育成に寄与すると共に、  

ロータリークラブの知名度、公共イメージ向上を図ることが出来た。 

 

成果を測る指標 

（実施回数、支援対象者総

数、その他、数値に表せる

ものがあればいくつでもお

書きください） 

【実施回数】２回目（昨年度に引き続き） 

【支援対象者総数】神奈川県内のラグビースクールに所属する 

小学生３年～６年生、約３００名 

【メディアの取材】２社（Ｊ：ＣＯＭ湘南、タウンニュース） 

実施して気付いたこと 青少年育成への事業支援を実施したことで、少子化の進む中、子育て世代、

次世代に対してロータリークラブの知名度、公共イメージ向上を図ることを実感

できる事業となった。地域を代表するイベントへの成長に、クラブ一同協力し、

今後も取り組んで参る所存である。 

 



２０２４年１１月３０日(土)　インクルーシブなスポーツ体験

受付

ストラックアウト

サウンドテーブルテニス

車いすフェンシング

 

     奉仕プロジェクト完了/経過 報告   (ロータリーマジック賞用) 

クラブ名 寒川ロータリークラブ 

プロジェクト名 インクルーシブなスポーツ体験 

 

活動内容 

 

（２００文字以内でご記入下さい） 

子どもたちに、スポーツを通して性別や年齢、障がいのある･なしなど人それぞ

れの違いを受け入れ、お互いを認め合うことを体験してもらうことを目的とし、

｢ボッチャ｣｢ブラインドサッカー｣｢ストラックアウト｣｢かけっこ｣｢ストライダー｣｢サ

ウンドテーブルテニス｣｢車いすフェンシング｣の 7つの競技を準備した。当日は

200名ほどの幼児と小学生が参加。7つの競技にそれぞれロータリアンが付

き、子どもたちへの競技指導・体験補助、次の競技への移動誘導、スタンプラ

リー用紙へのスタンプ押印、最後に用紙の回収と参加賞配布を行った。 

実施期間 ２０２４年１１月３０日（土）１０時～１４時 

継続プロジェクトの場合 いつから               何回目           

実施場所 寒川町シンコースポーツ寒川アリーナ内 メインアリーナ 

プロジェクトの費用   ７４２,３８０ 円   

資金はどこから？  ☒補助金  ☒クラブ資金  □その他（       ） 

達成された成果   

 

（１００文字以内でご記入下さい） 

今まで、見たことはあっても実際にやってみたことがなかったパラスポーツに触

れ、その面白さを子どもたちに体験してもらうことができた。また、障害のある・

なしに関わらずスポーツでお互いを尊重し高め合うことを学ぶ機会となった。 

成果を測る指標 

（実施回数、支援対象者総

数、その他、数値に表せる

ものがあればいくつでもお

書きください） 

当日参加したロータリアン：３０名 

参加者数：幼児と小学生約２００名、保護者約１００名 

後援：寒川町、寒川町教育委員会 

協力：寒川町スポーツ課、寒川町社会福祉協議会 

実施して気付いたこと ◆体験後に回収した子どもたちのアンケートには、〇パラスポーツは見たこと

はあっても実際にやったことはなかったがとても面白かった 〇このようなイベ

ントをまたやって欲しい 〇もっといろいろなスポーツに挑戦してみたい 〇や

ってくれてありがとう！ といった声が聞かれ、次年度以降も引き続き子どもた

ちを対象としたスポーツイベントを企画する方向で進めている。 

◆継続的に実施することで寒川 RCを町内の皆さんに知ってもらうことができ

る。ＱＲコードによる事前登録で大体の人数を把握したかったが、保護者の皆

さんは個人情報に対する警戒感が強く難しかった。｢ロータリーがやる事業なら

安心｣と思ってもらえるようにするためには継続することが必要。 

◆次回以降、もう少し上の年齢の子どもたちを対象にした競技を入れることも

検討している。 

◆子どもたちが楽しんでくれたことはもちろんだが主催した自分たちも楽しかっ

た。この気持ちを忘れずに次回も頑張りたい。 

◆会場が町の中央にあるため、北部・南部から子どもたちが自力で来場する

のが難しかった。交通手段を検討する必要がある。 



 

     奉仕プロジェクト完了/経過 報告   (ロータリーマジック賞用) 

クラブ名 綾瀬ロータリークラブ 

プロジェクト名 トスボール大会 

 

活動内容 

 

（２００文字以内でご記入下さい） 

綾瀬市内の小学生の子どもたちにスポーツを通じて健全な育成を図り、本大

会を開催することにより、チームワークの構築や目的意識を持つことでの達成

感など、本事業を通じて子どもたちの成長に貢献し学びや経験の場を提供す

る。 

実施期間 ２０２４年１２月８日 （日曜日） 

継続プロジェクトの場合 いつから ２０２１年      何回目 ３回     

実施場所 神奈川県綾瀬市立寺尾小学校グラウンド 

プロジェクトの費用   ２０万円    

資金はどこから？  □補助金  ■クラブ資金  □その他（       ） 

達成された成果   

 

（１００文字以内でご記入下さい） 

子どもたちの運動能力や協調性の向上、地域コミュニティの活性化、楽しい体

験を通じてスポーツに親しむきっかけを作ることができた。 

大会を開催することにより地域に対しロータリークラブをアピールすることがで

きた。 

成果を測る指標 

（実施回数、支援対象者総

数、その他、数値に表せる

ものがあればいくつでもお

書きください） 

今大会を含めて３回目 

対象者は綾瀬市内の小学校１年生～４年生の児童と保護者 

大会参加者は約１５０名 

JCOMかながわ・タウンニュースのメディア取材２社 

 

実施して気付いたこと 小学生の低学年でも勝負への拘りをもち、優勝目指して本気の戦いをしてくれ

ました。地域の方々との交流や子どもたちへの経験の場をより多くする必要が

あると感じました。 

今後も継続事業として進めていき、ロータリークラブのイメージや認知度の向

上に繋がる活動としていく所存です。 



 

     奉仕プロジェクト完了/経過 報告   (ロータリーマジック賞用) 

クラブ名 茅ケ崎中央 RC 

プロジェクト名 中学生を対象にした職業体験（会員の職場と公民館を使い体験をする） 

 

活動内容 

 

（２００文字以内でご記入下さい） 

茅ケ崎市内で、活動している「こども応援丸」様に来ている中学生を対象にクラ

ブメンバーが、中学生に向けて、自分達の仕事内容をプレゼンし、中学生が、

将来、何に就きたいのか？というきっかけ作りになればと行いました。 

 

 

実施期間 ２０２５年２月２７日～４月３日 

継続プロジェクトの場合 いつから  ２０２４年             何回目    ２回目       

実施場所 会員の職場、茅ケ崎市内公民館 

プロジェクトの費用     12,000           円   

資金はどこから？  □補助金  □クラブ資金  □その他（       ） 

達成された成果   

 

（１００文字以内でご記入下さい） 

PCを使った、ホームページ作成、生成 AIなど、プログラマーなどは、人気が

あると感じました。また、自分たちで、何かを作成して、達成するということが町

学生に、興味があるのだと思いました。 

 

 

成果を測る指標 

（実施回数、支援対象者総

数、その他、数値に表せる

ものがあればいくつでもお

書きください） 

 

実施して気付いたこと 継続事業として、続いて行きたいと思いました。 

 

 



 

     奉仕プロジェクト完了/経過 報告   (ロータリーマジック賞用) 

クラブ名 綾瀬春日ロータリークラブ 

プロジェクト名 寺っこや食堂 

 

活動内容 

 

（２００文字以内でご記入下さい） 

毎月第２土曜日に地域のお寺をお借りして、地域の方々に安価な値段でカレ

ーライスを提供し、地域コミュニケーションの貴重な場としての役割を果たして

いる。またこの活動はメンバーだけの運営ではなく地域の方に声掛けさせてい

ただき多くのボランティアの方に支えながら運営している所が特徴のひとつで

もある。また年に一度、5月に「寺っこやまつり」と称して一日を通してのイベン

トを定期開催している。 

実施期間  

継続プロジェクトの場合 いつから 2022年 6月～ 現在          何回目 32回 お祭り２回 開催         

実施場所 綾瀬市寺尾南 2-10-1 宗教法人 報恩寺 

プロジェクトの費用    年間 40万円   

資金はどこから ■補助金（綾瀬市）  ■クラブ資金  ■その他（ 物品協賛 ） 

達成された成果   

 

（１００文字以内でご記入下さい） 

達成することよりも、継続させることを重視しているので、このまま綾瀬春日ロ

ータリークラブの継続事業（例会事業）として定着させていく。 

 

成果を測る指標 

（実施回数、支援対象者総

数、その他、数値に表せる

ものがあればいくつでもお

書きください） 

実施回数 32回 

平均来客数（１回の開催につきの来客数） 午後 4時～午後 7時まで 

2022年 124人  2023年 156人  2024年 180人 

22年 6月～25年 2月までの総来客数 

 大人 2629人  子供（18歳まで）2506人 総来客数 5135人 

実施して気付いたこと ・継続するたびに認知度が高まり、毎回来客数が着々と増えている。 

・毎月来てくださる方が非常に多い。 

・この機会を利用し、他の事業に発展させる可能性がある（教育など） 

 



 

     奉仕プロジェクト完了報告   (ロータリーマジック賞用) 

クラブ名 相模原ロータリークラブ 

プロジェクト名 ドローン出前授業 

 

活動内容 

 

（２００文字以内でご記入下さい） 

相模原市内の小学校 6年生を対象にドローン出前授業を開催しています。今

年は全９校にて実施いたしました。生徒ご自身が操作したドローンが飛ぶと、

お子様たちに笑顔が溢れます。飛ばし方や着地場所を決めて取り組むなど、

各々が創意工夫して取り組まれていらっしゃいました。また、ご自身でプログラ

ムを組んでドローンを操作する体験では、お子様同士で協力して試行錯誤しな

がら取り組まれていらっしゃる姿が印象的でした。ロータリアンは、開催にあた

っての挨拶や出前事業でのバッテリ交換や操作方法のサポートなど会員が関

わりました。 

 

実施期間 2024年 9月～2024年 12月 

継続プロジェクトの場合 いつから 2023年度～   何回目 3回目 

実施場所 相模原市内小学校 体育館 

プロジェクトの費用 500,000円 

資金はどこから？  □補助金  ■クラブ資金  □その他（       ） 

達成された成果   

 

（１００文字以内でご記入下さい） 

2020年度から小学校で必修化された「プログラミング授業」。ドローンを使った

授業が非常に有効とされています。これを受けて、①社会を生きぬくための思

考力や判断力、創造力、表現力、協調性等を養う一助になった②小学校時代

の特別な思い出として記憶に刻んでほしい等の意見が寄せられています。 

成果を測る指標 

（実施回数、支援対象者総

数、その他、数値に表せる

ものがあればいくつでもお

書きください） 

2024～2025年度は、全 9校約 700人を対象に実施いたしました。 

実施して気付いたこと 2022年にクラブ創立 60周年記念事業として全 74校に実施したが、翌年以降

も実施してほしいとの要望があったため、周年学校を中心に 9～10校実施して

いる。奉仕会計を原資として実施しているため、奉仕予算(スマイル等)の重要

性についてクラブ内が話題となるようになった。 



 

     奉仕プロジェクト完了/経過 報告   (ロータリーマジック賞用) 

クラブ名 相模原グリーンロータリークラブ 

プロジェクト名 相模原グリーンロータリーフェスティバル 

活動内容 

（２００文字以内でご記入下さい） 

相模原市民活動サポートセンターが主催する「さがみはら市民活動フェスタ」が 10/6
（日）に相模原市淵野辺公園内で実施され、当クラブと当クラブが支援している 3 団体
（日本宇宙少年団相模原分団・ネパール教育支援の会 NESA・神奈川県立相模原弥
栄高等学校インターアクトクラブ）で４つのブースを出して、各団体の市民に向けた活
動 PRや社会奉仕活動を行った。 

実施期間 2024年 10月 6日 

継続プロジェクトの場合 初めて実施 

実施場所 相模原市淵野辺公園内特設ブース 

プロジェクトの費用    464,313 円   

資金はどこから？  ■補助金  ■クラブ資金  □その他（       ） 

達成された成果   

（１００文字以内でご記入下さい） 

当クラブや協力団体の奉仕活動の紹介や体験プログラムの実施・能登名物「鰯のつ
みれ汁」を製作・販売し、売上金を能登半島地震の寄付金とする活動を通して、幅広
い年齢層の相模原市民の方々へ国際奉仕・新世代奉仕・社会奉仕の紹介が出来た。 

成果を測る指標 
（実施回数、支援対象者総
数、その他、数値に表せる
ものがあればいくつでもお
書きください） 

関連団体・来場者などを含めると 300名位へロータリークラブの PRや国際奉仕・新世
代奉仕・社会奉仕活動の紹介や広報活動が出来た。また、各団体の協力で体験プロ
グラムを実施し、のべ 40 名～50 名の市民に工作教室や民族衣装の着付け実演を経
験していただいた。他にも当クラブが能登の漁業協同組合へ相談して製作・販売した
能登名物「鰯のつみれ汁」も大変好評となり、午前中で完売するほど盛況でした。その
売上金として 10万円を能登半島地震への支援金として寄付することも出来ました。 
他にも、ポリオの募金箱を設置して、その PR活動も出来た。 

実施して気付いたこと 多方面の奉仕活動が紹介でき、ロータリークラブだからこそできる活動だったと実感し
ました。当日はテーブルや椅子も準備不足な点がありましたが、会員同士で声を掛け
合い協力し急な対応も出来て、3団体相互のコミュニケーションも取れ、大変意義のあ
る活動だと感じました。3 団体との協力により国際奉仕・新世代奉仕・社会奉仕と能登
半島地震への募金活動など、色々な分野の奉仕活動が一つのイベントで出来た事
も、今後の奉仕活動の在り方を考えていくための新しい試みであったと思います。 
また、ロータリークラブを全く知らない方々への良いＰＲになったと思いました。 



 

     奉仕プロジェクト完了/経過 報告   (ロータリーマジック賞用) 

クラブ名 津久井中央ロータリークラブ 

プロジェクト名 2024 津久井中央ロータリー杯 ６年生送別大会 

 

活動内容 

 

（２００文字以内でご記入下さい） 

相模原市少年野球協会津久井支部との共催により 野球を通じて青少年の健

全育成を図ること等を目的として トーナメント方式による試合を開催した 

表彰も優勝、準優勝、三位に加えホームラン賞を設け、メダル及び記念品を贈

呈した。 

実施期間 2024年１２月 15日（日曜日） 

継続プロジェクトの場合 いつから 平成 20年（2008-2009）から  何回目  17回目         

実施場所 相模原市ウィッツひばり球場 

プロジェクトの費用   ２２０，０００円   

資金はどこから？  □補助金  ☒クラブ資金  □その他（       ） 

達成された成果   

 

（１００文字以内でご記入下さい） 

青少年の頑張る元気な姿からエネルギーをいただいて若返らせていただいた

が子どもたちのためにも地域のためにも青少年を育成する環境の提供は今後

も大切だとしみじみ感じ入り今後の継続に意識は高まった 

成果を測る指標 

（実施回数、支援対象者総

数、その他、数値に表せる

ものがあればいくつでもお

書きください） 

１７年目の大会でした 

実施して気付いたこと ◆物価上昇による記念品等の懸念 

昨今の物価高から予算の段階で情報（価格や仕入れ先）の収集は必須だと感

じた  余裕を持って準備（記念品等）をすることも同様 

◆子ども（選手）の減少による試合数の減少 

チーム数の減少によるが こればかりは… 

◆メンバーの参加状況 

試合開始から終了まで参加しているメンバーが少ないことは残念なこと 



                        

     奉仕プロジェクト完了/経過 報告   (ロータリーマジック賞用) 

クラブ名 相模原橋本ロータリークラブ 

プロジェクト名 生命のメッセージ展 in橋本 

 

活動内容 

 

（２００文字以内でご記入下さい） 

相模原橋本ロータリークラブがこれまで様々な活動において、地域団体との連

携をしてまいりました。その中で、相模原北警察署より交通事故や犯罪件数の

増加がわが町橋本において起こっている現状を知り、我々が何か啓発活動を

できないかと考えたどり着いたのが、本プロジェクトとなります。 

実施期間 2024年 12 月 1日（日） 12：00～16：00 

継続プロジェクトの場合 いつから               何回目     1回目      

実施場所 Mewe橋本 5F インナーガーデン 

プロジェクトの費用 150,000円   

資金はどこから？  □補助金  ■クラブ資金  □その他（       ） 

達成された成果   

 

（１００文字以内でご記入下さい） 

大変多くの方に来場頂き、命の大切さを知って頂き、遺族・メッセンジャーから

の「生命のメッセージ」が届けられた。 

 

 

成果を測る指標 

（実施回数、支援対象者総

数、その他、数値に表せる

ものがあればいくつでもお

書きください） 

関係団体参加者 10名 

クラブ参加者 28名 

来場者はカウントしていないが、足を止めて見学される方が 90％以上と認識し

ている。 

また、活動に参加されたいと言う方がいらっしゃった。 

実施して気付いたこと たまたま通り掛かった被害者のご遺族の方から、「私もやってみたい」とお声が

け頂いた。→この日、この時間、この場所で、この活動が行われ、この方が知

り、何かのきっかけとなった事は間違えのないことであり、まさにマジックでは

ないかと思いました。 



 

                             奉仕プロジェクト完了/経過 報告   (ロータリーマジック賞用) 

クラブ名 大和ロータリークラブ 

プロジェクト名 第６回やまと児童絵画コンクール２０２４ 

 

活動内容 
 
（２００文字以内でご記入下さい） 

大和市内の小学校低学年を対象に夏休みの課題としてテーマに沿った絵を描

いて頂き、全作品をギャラリーに展示しその中から金賞、銀賞、銅賞の児童の

表彰式を行う（タウンニュースにも掲載）。大和市長や商工会議所会頭にもご

出席いただきました。親御さんの見守る中で良い思い出になること、自由に絵

を描いて自己表現をする楽しさを感じてもらうことを願った活動。ポリオの募金

も同室で開催。 

 

 

 

実施期間 2024年 11月 17日 

継続プロジェクトの場合 いつから  ２０１９年             何回目 ６回目          

実施場所 芸術文化ホールシリウス内ギャラリー 

プロジェクトの費用              250,000  円   

資金はどこから？  □補助金  ☑クラブ資金  □その他（       ） 

達成された成果   
 

（１００文字以内でご記入下さい） 

過去最高枚数を記録（500点超え） 

多くの方が来場し、子供たちの笑顔が印象的でした。 

成果を測る指標 
（実施回数、支援対象者総

数、その他、数値に表せる

ものがあればいくつでもお

書きください） 

実施回数 6回 

コロナ過でも VR開催、感染症対策などを行い継続して行えた。 

実施して気付いたこと 一般の方が対象なので普段ロータリーを知らない方にも周知が出来たこと。ま

た大和 RCの WEBページの VR鑑賞の閲覧数も前回は 500名を超え、来れ

ない方もロータリーを知る機会が作れたこと。またこどもたちの記憶にもロータ

リーが頭の片隅にでも残れば、将来のロータリアンにつながるかも知れない。 

子供たちと触れ合うこと事態が会員の力にもなる。 

 



     奉仕プロジェクト完了/経過 報告   (ロータリーマジック賞用) 

クラブ名 座間 

プロジェクト名 座間みどりの未来フェス 

 

活動内容 

 

（２００文字以内でご記入下さい） 

座間市では、環境教育と DX 推進によるゴミ分別促進を市民と行政と連携し、

環境問題に取り組んでいます。 

その一環として開催した「座間みどりの未来フェス」では、地球環境や自然を損

なうことの無い平和な社会を目指し、ゴミ拾い・ゴミ分別方法・リユースファッシ

ョンショー・リメイクおもちゃコンテスト・ワークショップを通して、楽しみながらゴ

ミ減量とリサイクルの重要性を学べる啓蒙活動を行いました。 

実施期間 ２０２５年１月２６日～２０２５年１月２６日 

継続プロジェクトの場合                 何回目           

実施場所 神奈川県立谷戸山公園  

プロジェクトの費用            約 1,180,000 円   

資金はどこから？  ■補助金  ■クラブ資金  □その他（       ） 

達成された成果   

 

（１００文字以内でご記入下さい） 

1000人超の来場者で賑わい、楽しい雰囲気の中、「座間みどりの未来フェス」

は大成功を収めました。リトイコンテストやリユースファッションショー、ごみ分

別体験などを通して、環境への意識向上と地域交流が促進されました。 

成果を測る指標 

（実施回数、支援対象者総

数、その他、数値に表せる

ものがあればいくつでもお

書きください） 

実施回数: 「座間みどりの未来フェス」としての実施回数：1回（2025年 1月 26

日に開催）  

リトイコンテストの実施回数： 1回   

リユースファッションショーの実施回数：1回   

支援対象者総数:  

イベント来場者数：約 2000名 

リトイコンテスト参加者数：約 10名  

リユースファッションショー参加者数：約 10名  

クリーンハイク参加者数：約 60名 

子供服・靴・おもちゃ配布イベントでの支援対象者数：配布を受け取った人数：

約 100名 

ワークショップ体験参加者数：約 1000名 

集められた子供服・靴・おもちゃの総数：約 50点 

協力企業・団体ブースの数：13展 

会場利用面積：5500㎡ 

実施して気付いたこと プロジェクトを通じて地域を変える行動人を育て、その活動を引き継いでくれる

人を創り出すことができました。その結果、多くの課題解決に向けて前進し、持

続可能な社会に向けて一歩を踏み出すことができたと感じています。  

リメイクおもちゃコンテストの実施を通じて、座間市や座間クリーンセンターとの

連携を深めることができました。また、リユースファッションショーをはじめとする

「座間みどりの未来フェス」の開催において、地元のリサイクルショップ「かえる

ファクトリー」をはじめ、座間市内の複数の企業や環境団体との協力関係を構

築することができました。  

さらに、「座間みどりの未来フェス」が座間クリーンセンターの協力を得られたこ

                        実施して気付いたこと プロジェクトを通じて地域を変える行動人を育て、その活動を引き継いでくれる

人を創り出すことができました。その結果、多くの課題解決に向けて前進し、持

続可能な社会に向けて一歩を踏み出すことができたと感じています。  

リメイクおもちゃコンテストの実施を通じて、座間市や座間クリーンセンターとの

連携を深めることができました。また、リユースファッションショーをはじめとする

「座間みどりの未来フェス」の開催において、地元のリサイクルショップ「かえる

ファクトリー」をはじめ、座間市内の複数の企業や環境団体との協力関係を構

築することができました。  

さらに、「座間みどりの未来フェス」が座間クリーンセンターの協力を得られたこ

とは、座間市の環境保護を推進する団体との連携を示すものであり、これらの

連携は今後、座間市における環境保全活動をより一層推進していく上で、重要

な基盤となると考えられます。  

 

これらのイベントを通じて、地域社会における環境意識の向上やコミュニティの

絆の強化、そして持続可能な社会の実現に向けた具体的な進展を感じること

ができました。 



 

     奉仕プロジェクト完了/経過 報告   (ロータリーマジック賞用) 

クラブ名 大和中ロータリークラブ 

プロジェクト名 ２０２４松風園の子どもたち・ご家族と共に映画観賞会 

 

活動内容 

 

（２００文字以内でご記入下さい） 

(福)しらかし会が運営する松風園に通う知的障がいを持たれているお子様とご家族を映画

館に招待いたしました。 

当日は、イオンシネマ座間さんと協力のもと映画館を貸し切りにし、館内を明るいまま上映

したり、歩き回ったり声を出しても良いように配慮しました。お菓子や飲み物も提供するな

ど知的障がい児でも集中力が持続する工夫をし、これまで諦めていた映画館での映画観

賞を通してご家族の特別な思い出作りをサポートしました。 

実施期間 ２０２４年１１月９日（土） 

継続プロジェクトの場合 いつから ２０１５年     何回目  ７回目  

実施場所 イオンシネマ座間 

プロジェクトの費用  １５８，３１０ 円   

資金はどこから？  □補助金 ☑クラブ資金  □その他（       ） 

達成された成果   

（１００文字以内でご記入下さい） 

後日例会に先生が来ていただき、御礼のご挨拶と参加者からの手紙（別紙資

料）を頂きました。 

成果を測る指標 

（実施回数、支援対象者総

数、その他、数値に表せる

ものがあればいくつでもお

書きください） 

２７家族、９２名（うち子供４９名）の方に参加いただきました。 

先生方１８名と合わせ１１０名の参加となりました。 

実施して気付いたこと 自分自身にも子供がおりますが、健常児にとって当たり前の映画観賞という機

会が障がいを持たれている方とご家族にとって、とても高いハードルという事に

本プロジェクトを通し始めて気付かされました。 

参加いただいた皆様や先生から多くの感謝の言葉をいただけた事が非常に嬉

しかったです。 



 

     奉仕プロジェクト完了/経過 報告   (ロータリーマジック賞用) 

クラブ名 大和田園ロータリークラブ 

プロジェクト名 大和田園ロータリーカップの開催 

 

活動内容 

 

（２００文字以内でご記入下さい） 

第 3 回大和田園ロータリーカップ：青少年奉仕として、数少ない大和市内少女サッ

カー大会の開催を行っています。 

大和市内、少女サッカーチーム４チームによるリーグ戦を行った後に、なでしこリ

ーグ公式戦のハーフタイムに、多くの観客を前にして表彰式を行います。 

今回で 3 回目となる本大会は、子供達からも大変楽しみにされており、なでしこリ

ーグに参戦する女子サッカーチーム、大和シルフィードへの協賛と連動するかたちで継続

支援しています。 

実施期間 2025 年 4 月 12 日 

継続プロジェクトの場合 いつから 2022〜23 年度から   ３回目           

実施場所 大和スポーツセンター、サッカーグラウンド 

プロジェクトの費用 51 万円 

（ロータリーカップ 19 万円、シルフィード公式戦の冠スポンサー代 32 万円）   

資金はどこから？  □補助金  ☑️クラブ資金  □その他

（       ） 

達成された成果   

 

（１００文字以内でご記入下さい） 

少女サッカーチームにとって目標となる大会になりつつあり、選手たちも開催を楽

しみにしている。 

毎年定期開催の重要さを感じます。 

成果を測る指標 

（実施回数、支援対象者総

数、その他、数値に表せる

ものがあればいくつでもお

書きください） 

連続開催 3 年目 

１度の大会で参加者約 20 名 X４チーム＋父兄、合計約 100 名ほどの参加者があり

ます。 

表彰式は 500 人前後の観客を前に行います。 

同時にロータリークラブのアピールも行っています。 

実施して気付いたこと 女子スポーツの冷遇環境を認識し、出来るだけの支援を行いたいと考えました。 



                    

     奉仕プロジェクト完了/経過 報告   (ロータリーマジック賞用) 

クラブ名 海老名ロータリークラブ 

プロジェクト名 えびな健康マラソン大会 

 

活動内容 

 

（２００文字以内でご記入下さい） 

社会奉仕事業として 10月 27日に海老名市で開催された「えびな健康マラソン

大会」への協賛や運営の支援に取り組みました。市のスポーツイベントの中で

も屈指の規模であり未就学児から高齢者まで幅広い年代の総勢２，０００人を

超える参加者数の事業です。その中で大会運営に関わる実務的な担いや参

加記念品の協賛、海老名クラブとしての活動リーフレット、世界ポリオデーに合

わせたポリオ根絶活動のリーフレットの配布、PRを実施しました。 

実施期間 2024年 10月 27日(日) 

継続プロジェクトの場合 いつから 2007年          何回目  16回       

実施場所 海老名市役所周辺 

プロジェクトの費用   129,600      円   

資金はどこから？  □補助金  ☑クラブ資金  □その他（       ） 

達成された成果   

 

（１００文字以内でご記入下さい） 

海老名市で開催されるスポーツイベントでは最大の参加者数で、多くの市民へ

向けてロータリークラブの活動、ポリオの現状を PRすることが出来た。 

 

成果を測る指標 

（実施回数、支援対象者総

数、その他、数値に表せる

ものがあればいくつでもお

書きください） 

長年にわたり大会運営に関わり海老名市からも本大会に海老名ロータリーク

ラブの存在が必要不可欠であると認識をいただいている。ロータリー活動へ深

いご理解をいただいている市職員の皆様との協働の機会ともなっております。 

実施して気付いたこと 参加者より大会スタッフとしてクラブメンバーが認知されていることにやりがい

を感じる。ロータリークラブとしての PRをより広く可能とする方法を考えたいと

思った。 

 





元データ
     奉仕プロジェクト完了/経過 報告   (ロータリーマジック賞用) 

クラブ名 秦野ロータリークラブ 

プロジェクト名 日韓中学生の共同奉仕活動及び国際交流(研修) 

 

活動内容 

 

（２００文字以内でご記入下さ

い） 

①クリーンキャンペーン(ごみ拾い) ②異文化体験(茶道体験、カラオケ交流) 

韓国坡州(パジュ)市の中学生 20 名と秦野市中学生 20 名に「日韓中学生共同奉仕活動

及び国際交流(研修)」を行った。内容は、秦野市の「たばこ祭り」のメイン会場である

市役所広場と本町小学校グラウンドのゴミ拾い。参加者は、日韓中学生の他、秦野 RC

と姉妹関係にある坡州 RC 会員、秦野市長及び職員、秦野・坡州友好協会会員、観光協

会会員等。ゴミ拾いの後は、秦野市茶道協会会員の指導による茶道体験、カラオケ交流

を行った。 

実施期間 2024年 9月 28日(土)～2024年 9月 29日(日) 

継続プロジェクトの場合 いつから ：初めて              何回目           

実施場所 秦野市役所及び秦野市本町小学校グラウンド(タバコ祭り会場)、 

秦野市保健福祉センター(茶道室)、秦野市表丹沢野外活動センター 

プロジェクトの費用   607,470   円   

資金はどこから？  ☑補助金   ☑クラブ資金  □その他（       ） 

達成された成果        

（１００文字以内で 

ご記入下さい） 

①日韓中学生にゴミ拾いを通じ奉仕の体験  

②日韓の異文化体験と国際交流を通じて、両国の国際親善と国際理解、そして微力ながら

未来の日韓関係作りに貢献。 

③地域社会におけるロータリークラブの公共イメージアップ 

成果を測る指標 

（実施回数、支援対象者総

数、その他、数値に表せる

ものがあればいくつでもお

書きください） 

・実施回数：１回 

・支援対象者総数：110 名 

 秦野市在住の中学生(20 名) 

 韓国坡州(パジュ)市の中学生(20 名) 

 秦野ロータリークラブ(３0 名)  

 韓国坡州(パジュ)ロータリークラブ(５名)  

 秦野市役所＆韓国坡州(パジュ)市役所職員(10 名) 

 秦野市・坡州(パジュ)市友好協会(10 名) 

 秦野市茶道協会(15 名) 

・たばこ祭りで回収したごみの量は、ゴミ袋(45L) ８袋 

 

実施して気付いたこと ①日韓の両市(秦野・坡州)が姉妹都市関係(姉妹 RC クラブ関係にもなってる)であり、 

ローたりーと市役所(役員引率付き)及び民間友好協会団体がコラボで行なったので、 

・青少年の危機管理を含めて、スムーズな国際青少年奉仕事業展開が出来た。 

・経費が大幅に削減出来きた。(航空便、大型送迎バス、宿泊、案内等) 

②青少年国際奉仕と交流に国境はなかった。 

③奉仕活動を通じて、クラブ会員の親睦がより深まった。 

④異文化交流に言葉(コミュニケーション)は障害にならなかった。 

5 地域社会におけるロータリークラブの公共イメージアップができた。 

⑥異文化体験による国際理解と親善が深まる。 





 

     奉仕プロジェクト完了/経過 報告   (ロータリーマジック賞用) 

クラブ名 伊勢原中央ロータリークラブ 

プロジェクト名 伊勢原３クラブ合同薬物乱用防止・エンドポリオキャンペーン 

 

活動内容 

 

（２００文字以内でご記入下さい） 

伊勢原市で行われる『道灌まつり』において 

3クラブの会員さんと合同で薬物乱用防止とポリオ撲滅について訴える為 

神奈川県薬物防止指導協会様・平塚市社会保険福祉事務所様のご指導とご

協力を得て、啓発グッズ・チラシ等をお菓子と一緒にお祭りを楽しんでいるお子

さんとその親御さんに配布し薬物乱用とポリオ撲滅について知ってもらい 

同時に地区のポリオ委員さんをメインにポリオ撲滅の為の募金活動を行った 

 

実施期間       2025年 ９月 10日 

継続プロジェクトの場合 いつから 約 30年前から            30回以上    

実施場所 伊勢原駅付近 

プロジェクトの費用       ≒２００，０００         円   

資金はどこから？  □補助金  □クラブ資金  □その他（３クラブ均等割り） 

達成された成果   

 

（１００文字以内でご記入下さい） 

多くのお子様とその親御さんに広く薬物乱用防止・ポリオ撲滅を 

お知らせできました。用意した 750個余りの配布物も３０分ほどで 

配り終え、また、ポリオ撲滅の募金は総額￥９０，０００ほどになりました。 

成果を測る指標 

（実施回数、支援対象者総

数、その他、数値に表せる

ものがあればいくつでもお

書きください） 

 

実施して気付いたこと 今回配布時に『今年もやってるのね』との声をいくつか聞きました 

やはり、長年にわたる活動は地域の方へ浸透されていることを実感しました。 

これからも、この活動を継続できるよう新会員をはじめ多くの会員に伝えていき

たいと思いました。 

また、この活動の成果が実感できるような新しいイベントを考え形にしていきた

いと思いました。 



 

     奉仕プロジェクト完了/経過 報告   (ロータリーマジック賞用) 

クラブ名 伊勢原平成ロータリークラブ 

プロジェクト名 第 1回スポ GOMI大会い in伊勢原 

 

活動内容 

 

（２００文字以内でご記入下さい） 

スポ GOMI大会とし、環境問題への意識改革、スポーツを融合されることによ

る健康促進、ご家族、職場の仲間、学校の友達など誰でも参加できることによ

る結束力の向上と環境美化意識の効果を期待し、ゴミを捨てない街作り、最終

的には「ゼロ・ウェイスト」を目指す。 

どこでも開催、だれでも参加できる スポーツを通した地域貢献活動 地域コミ

ュニティーの絆、リアルでの繋がりや楽しさを育みます。また、3時間程度で終

了する競技のため、気軽に参加しやすいのも特徴のひとつです。 

（結果）9月 28日開催。 

実施期間 令和６年９月２８日 

継続プロジェクトの場合 いつから               何回目           

実施場所 例会場である伊勢原大神宮を中心に半径２kmの範囲  

プロジェクトの費用  ４００，０００  円   

資金はどこから？  □補助金  ■クラブ資金  □その他（       ） 

達成された成果   

 

（１００文字以内でご記入下さい） 

伊勢原市内 3クラブのロータリアンをはじめ、伊勢原市民の子供から大人ま

で、参加チーム４６組およそ 180名参加。当日は天候にも恵まれ盛大に開催。 

奉仕プロジェクトの事業だが、公共イメージの向上にもつながった。 

成果を測る指標 

（実施回数、支援対象者総

数、その他、数値に表せる

ものがあればいくつでもお

書きください） 

実施回数第 1回目。 

スタッフ 20名・参加者 180名 

協力企業１０社 

 

実施して気付いたこと 今後は、ロータリー活動の一環として、多くのクラブで実施していただきたい。 

 

 



 

     奉仕プロジェクト完了/経過 報告   (ロータリーマジック賞用) 

クラブ名 平塚ロータリークラブ 

プロジェクト名 平塚市少年少女マラソン大会 

 

活動内容 

 

（２００文字以内でご記入下さい） 

小学 5年生から中学 3年生までを対象とし、子供たちにスポーツ（陸上競技）

への興味・関心を持たせ、練習・トレーニングから得られる達成感や、最後まで

やり遂げる強い精神力と体力の強化、将来の夢や可能性を引き出す。また、

普段は接点の無かった市内在住・在学の生徒との時間を共有、競技を通じて

新たなコミュニケーションの場を提供し、気付きや友情を育む事に繋げる事を

目的としたマラソン大会を開催しました。同時にポリオ募金啓発ブース設置 

実施期間 ２０２５年３月１日（土） 

継続プロジェクトの場合 いつから  １９７１年              何回目  ５５回目         

実施場所 レモンガススタジアム平塚・平塚総合公園園路 

プロジェクトの費用     ３２２，１１６       円   

資金はどこから？   ☑補助金   ☑クラブ資金  □その他（       ） 

達成された成果   

 

（１００文字以内でご記入下さい） 

全ての選手が無事に完走達成。競技場だけでなく公園舗道を使う事で、選手

だけでなく、公園内に居合わせた人にも陸上競技・本大会への興味・関心を持

たせ、選手は練習・トレーニングから得られる達成感や、最後までやり遂げる

強い精神力と体力の強化、また、普段は接点の無かった生徒や指導者との時

間を共有、競技を通じて新たなコミュニケーションの場を提供し、気付きや友情

を育む事に繋げた。新たに通年使用可能大型横断幕を作成し大会のイメージ

UPに繋げられた。来年も参加する。参加してみたい。という声を頂きました。 

ポリオ募金呼びかけにより、ご理解とご協力を頂くことが出来た。 

成果を測る指標 

（実施回数、支援対象者総

数、その他、数値に表せる

ものがあればいくつでもお

書きください） 

参加動員数：約 300名。 

継続開催数：５５回目。 

協力団体：平塚市・平塚市教育委員会・平塚市陸上競技協会・東海大学陸上

競技部等（約２００名） 

ポリオ募金：7,500円 

実施して気付いたこと 今回から募集をネットに変更したが、判らず申込が遅れたケースも見受けられ

た為、今後も引き続き平塚 RC主催者として子ども達の動員及び公共イメージ

の向上にも注力して参ります。 



※共同プロジェクト

 

     奉仕プロジェクト完了/経過 報告   (ロータリーマジック賞用) 

クラブ名 平塚北ロータリークラブ、平塚湘南ロータリークラブ 

プロジェクト名 衛生的生理用ナプキンの普及活動と保健（性教育）授業の実施 

 

活動内容 

 

（２００文字以内でご記入下さい） 

タンザニアの貧困地域で暮らす小中学校 55校の女子約 10,800名と、 

中学校の男子生徒を対象に専門講師による性教育（約 1時間半）を実施、 

その際に女生徒には教材としてナプキンを配布、不衛生な紙や布を 

使い続けることによる身体的な悪影響や、女性の体のメカニズムを説明、 

授業後にはアンケートを取りその結果を教育委員会に提出して 

今後の教育改善の資料にして頂くと共に、衛生的生理用ナプキンの 

普及、促進のお願いをした。 

 

実施期間 ２０２４年９月２０日～２０２５年３月２５日 

継続プロジェクトの場合 いつから               何回目           

実施場所 タンザニア プワニ州キバハ タンガ州タンガ 

プロジェクトの費用 2,746,291円   

資金はどこから？  補助金 2,146,291円  □クラブ資金 600,000円 

達成された成果   

 

（１００文字以内でご記入下さい） 

生理のメカニズムや身体の変化、望まない妊娠や性暴力のリスクについて分

かりやすく伝える授業を実施。少女たちが自分の体を理解し、大切にする意識

を持つきっかけを作ることができた。 

成果を測る指標 

（実施回数、支援対象者総

数、その他、数値に表せる

ものがあればいくつでもお

書きください） 

・小学校 36校、中学校 19校を訪問 

・保健（性教育）授業の受講者総数：約 30,000人 

・生理用ナプキン配布数：10,785箱 

・訪問したビシガ中学校では、当初 395名の女子生徒を対象予定 

→実際は全校生徒 1,400人が参加 

実施して気付いたこと 現地の学校を訪問し、子どもたちと直接交流することで、彼女たちが置かれて

いる厳しい現実を肌で感じた。写真では分からない深刻な貧困の状況があり、

多くの少女たちは衛生用品を購入する余裕がなく、生理時に適切な対処がで

きていない。また、子どもたちの衣服は破れたり、はだしの子供がいたり、経済

的に厳しい生活を送っていることが見て取れた。今回配布した生理用ナプキン

を継続的に使用することも難しいが、衛生的で高性能なナプキンの存在を知っ

てもらえたことは大きな意義がある。ただ物資を提供するだけでなく、正しい知

識と理解を広めることの重要性を改めて実感したプロジェクトとなった。 



 

     奉仕プロジェクト完了/経過 報告   (ロータリーマジック賞用) 

クラブ名 二宮ロータリークラブ 

プロジェクト名 幼児運動教室 

 

活動内容 

 

（２００文字以内でご記入下さい） 

保育園の年長園児 23名を対象に、４回に渡り、湘南ベルマーレフットサルクラブ等のトレ

ーナーを招いて中井町からの後援を受け、地区補助金事業として開催しました。 

各回体を動かすことから始まり、ボールを使った運動、ミニゲームを行いました。 

計画段階では各園１回ずつ４園を回ることも検討しましたが、同一場所で実施したほうが 

園児も慣れていくし、成長を感じ取ることができるとして、１園で実施しました。 

実施期間 2024年 11月 1日、11月 25日、2025年 1月 31日、2月 7日の 4回 

継続プロジェクトの場合 いつから               何回目           

実施場所 中井町にある木之花保育園 

プロジェクトの費用    545,041    円   

資金はどこから？  ■補助金（446,292円）  ■クラブ資金（98,749円）                      

その他（      ） 

達成された成果   

 

（１００文字以内でご記入下さい） 

第 1回目は運動が苦手な園児が途中で運動を止めたりもしましたが、回を重ねるごとにメ

ンバーも積極的に園児と関わりをもち、最後には運動が苦手な園児が率先して、ボールを

追いかけるようになりました。 

 

成果を測る指標 

（実施回数、支援対象者総

数、その他、数値に表せる

ものがあればいくつでもお

書きください） 

年長園児 23名に対して、4回実施しました。 

園児が外部の大人たちと触れ合って 4回目には園児から声をかけて率先して行動してく

れるなど、保育士の方々も園児の成長に、びっくりしていました。 

実施して気付いたこと ・１回で終わる事業に比べ複数回行う事業だと、子どもの成長を感じることが非常にできた 

反面、多くの園児に参加してもらうため、保育園の通常時間内で行う事業とした。 

結果４回であっても、園児の成長を感じることができ、またそのうち数人は目を見張る進歩

を見ることができました。 

 

・平日の日中に４回行うことになり、事業を抱えているロータリアンとしては１回事業のほう

が出席に対する負担は圧倒的に少ないため、複数回事業については会員の事前協議と

理解・協力に対する説明の時間を多く保つ必要を感じました。 

 

・子どもの運動事業に対しては、青少年ボランティアの誓約書を初め、セクハラ・パワハラ

への事前準備、怪我のリスクへの対応、写真などの個人が特定されるものへの取り扱い

が非常にセンシティブになっていたので、事前に時間や手間をかけて、ロータリアン・関係

者・参加者などへの入念な周知徹底をする必要を感じました。 

 





 

     奉仕プロジェクト完了/経過 報告   (ロータリーマジック賞用) 

クラブ名 湯河原ロータリークラブ 

プロジェクト名 創立 10周年記念事業（山もみじ植樹活動）の下草刈り 

 

活動内容 

 

（２００文字以内でご記入下さい） 

クラブ創立 10周年記念事業では、町民に親しまれている城山に４０００本の山

もみじを植樹した。現在でもクラブでは毎年秋、当時設置した記念碑周辺を衷

心としての下草刈りを行い、地域への貢献と共に先人の業績に思いを馳せる

機会としている。 

実施期間 2025年 10月 

継続プロジェクトの場合 いつから 1973年以降       何回目 53年目（行わなかった年あり）   

実施場所 創立 10周年記念植樹記念碑（湯河原町・白銀隧道）周辺 

プロジェクトの費用        6 万円   

資金はどこから？  □補助金  ■クラブ資金  □その他（       ） 

達成された成果   

 

（１００文字以内でご記入下さい） 

下草刈りと清掃によって城山を経由するハイカーの体験価値向上に寄与した。

また歴の浅い会員にクラブの歴史に触れるきっかけと親睦の機会を提供した。 

 

成果を測る指標 

（実施回数、支援対象者総

数、その他、数値に表せる

ものがあればいくつでもお

書きください） 

継続年数（53年目、行わなかった年もあるので通算回数は不明） 

実施して気付いたこと 山間部のため想像以上に体力を消耗すること、天候への対応が難しいこと 

 

 



 

     奉仕プロジェクト完了/経過 報告   (ロータリーマジック賞用) 

クラブ名 小田原城北ロータリークラブ 

プロジェクト名 小田原城北ロータリーカップ 

 

活動内容 

 

（２００文字以内でご記入下さい） 

前年度 ラクビーを通じた青少年育成の支援と地域社会のより一層の活性化並びに 

貢献を目的とした第 1 回小田原城北ロータリーカップを 6 月 17 日に開催いたしま

した。小学生のラクビーチーム県内 11 チーム県外 1 チーム合計 12 チーム集まり子

供達、保護者を合わせると、約６００人を超える大会となりました。又、当日は東芝

ブレイブルーパスのプロ選手 3 名をお招きして、トークショーも行い、子供達の質

問に答えていただき大変盛り上がりました。 

 

実施期間 令和 6年 6月 17日 

継続プロジェクトの場合 いつから 令和 7年 6月 1日            何回目  2回目          

実施場所 小田原城山競技場 

プロジェクトの費用    300,000  円   

資金はどこから？  □補助金  ☑クラブ資金  □その他（       ） 

達成された成果   

 

（１００文字以内でご記入下さい） 

子供達の元気なプレーはもちろん プレー前、プレー後の挨拶など 

とても素晴らしく感動致しました。実際に青少年を通じて 当クラブの会員も 

奉仕活動の素晴らしさを感じることができました。一つのプロジェクトを成し遂

げることにより 会員同士の絆も深まったと感じました。 

成果を測る指標 

（実施回数、支援対象者総

数、その他、数値に表せる

ものがあればいくつでもお

書きください） 

実施回数 1回 

小学生約 300人 保護者及び指導者 300人 

 

 

実施して気付いたこと 大会前にもう少し告知等に力を入れて ロータリーを知ってもらえるように 出

来たら良かったと思います。 

 



 

     奉仕プロジェクト完了/経過 報告   (ロータリーマジック賞用) 

クラブ名 足柄ロータリークラブ 

プロジェクト名 青少年育成プログラム 「水源の森事業」   

 

活動内容 

 

（２００文字以内でご記入下さい） 

水源の森の事業は、地元青少年のみなさんに、自ら自然にふれ、体験する事

により、水の大切さ、自然環境の大切さを知り、地球温暖化、環境汚染等に対

する対策を、将来に向けて考え行動していける、そんな青少年の育成を目指

し、２００７年にスタートした植樹。コロナ禍等での中断はあったものの、今年度

で１５年以上経過しました。この間に土壌改良や獣による食害被害対策として

２回にわたり地区補助金を活用させていただきました。 

実施期間 毎年５月上旬の日曜日 

継続プロジェクトの場合 いつから ２００７年４月１日              何回目 １５回          

実施場所 南足柄市桧山水源地上流部山林 

プロジェクトの費用  毎年平均額   ４５０，０００ 円   

資金はどこから？  ☑補助金  ☑クラブ資金  □その他（       ） 

達成された成果   

 

（１００文字以内でご記入下さい） 

会員並びに地元中学生が協働でブナの木の植樹を行い、水資源の保全と地

球温暖化、環境汚染の対策に寄与し、また地元中学生が毎年順番に水の大

切さ、自然環境の大切さを実際の体験により学ぶ機会となっている。 

成果を測る指標 

（実施回数、支援対象者総

数、その他、数値に表せる

ものがあればいくつでもお

書きください） 

・実施回数：２００７年より２０２４年の間で１５回 

・対象者数：延べ約８００人 

・植樹したブナの木の数：延べ約６００本 

・地区補助金活用：２回 

実施して気付いたこと ・多くの地元中学生がこの事業に積極的に参加し、水の大切さ、地球環境の 

保全の大切さをよく理解する機会となっていること。また現地での植樹の作業

を指導者の指示に素直に従い、仲間と協力して手際よく行っていた。 

・地元教育委員会や県西土木事務所、南足柄市役所の担当課の方々に深い

ご理解とご協力を頂き、この事業が継続して行うことができることに感謝しま

す。 

 



 

     奉仕プロジェクト完了/経過 報告   (ロータリーマジック賞用) 

クラブ名 相模原南ロータリークラブ 

プロジェクト名 こども食堂の支援事業（食と笑顔の思い出づくりプロジェクト） 

 

活動内容 

 

（２００文字以内でご記入下さい） 

９月２３日に地区補助金を活用した、こども食堂の支援事業を行いました。

相模原で子供の貧困問題への対策が必要なところ、NPO法人てらこや食堂ラ

ッキーズが食事提供と学習支援を実施している事を知りました。こども食堂の

利用者に対して食に関するレクリエーション活動を実施出来ないかと企画し、

地引網と魚さばき教室、バーベキューを実施しました。 

実施期間 ２０２４年９月２３日 

継続プロジェクトの場合 いつから               何回目           

実施場所 神奈川県二宮町袖ケ浦海岸 

プロジェクトの費用  441,545 円   

資金はどこから？  ☑補助金  ☑クラブ資金  ☑その他（ 利息 ） 

達成された成果   

 

（１００文字以内でご記入下さい） 

１３人が参加し、地引網と魚を三枚おろしにする体験を通じて、楽しむだけでな

く、相模湾の魚に関心を持つ機会も提供出来ました。 

 アンケート調査では、全員が楽しいと回答し、全員がまた参加したいと回答し

ました。 

成果を測る指標 

（実施回数、支援対象者総

数、その他、数値に表せる

ものがあればいくつでもお

書きください） 

質問紙調査：こども食堂利用者 13名＋こども食堂ボランティア 9名に実施 

１．今回のイベントを楽しめた：１００％、２．開催時間が良かった：８６％、３．食

べた物で美味しかったもの：刺身４６％・魚１８％・焼き魚９％・BBQ２７％、４，ま

た参加したい：１００％ 

（別紙参照） 

実施して気付いたこと こども食堂の利用者という、センシティブな経済的事情を抱える参加者のた

め、個人が特定されるような写真撮影には制限が強く、公共イメージ向上のた

めのメディア掲出にも配慮が必要であったこと 

 

 



 

     奉仕プロジェクト完了/経過 報告   (ロータリーマジック賞用) 

クラブ名 相模原西ロータリークラブ 

プロジェクト名 東林間サマーわぁ！二バルでのエンドポリオ募金活動 

 

活動内容 

 

（２００文字以内でご記入下さい） 

東林間サマーわぁ！二バル開催 2日間模擬店にて飲料販売、会員並びに麻

溝台高校 IAC生徒と共にエンドポリオ撲滅募金活動を実施、ロータリーの公共

イメージアップを目的に広報誌タウンニュースに掲載 

 

 

 

実施期間 2024/8/3，8/4 

継続プロジェクトの場合 いつから  2015             何回目   8        

実施場所 東林間サマーわぁ二バルブース 

プロジェクトの費用      375,235          円   

資金はどこから？  □補助金  ✓クラブ資金  □その他（       ） 

達成された成果   

 

（１００文字以内でご記入下さい） 

￥206,836エンドポリオ寄付 

 

 

成果を測る指標 

（実施回数、支援対象者総

数、その他、数値に表せる

ものがあればいくつでもお

書きください） 

 

実施して気付いたこと 回を重ねる毎に一般の方々のロータリー活動の認知度が上がっている 

 

 



 

     奉仕プロジェクト完了/経過 報告   (ロータリーマジック賞用) 

クラブ名 相模原柴胡 

プロジェクト名 着物ｄｅフォト文化未来事業 

 

活動内容 

 

（２００文字以内でご記入下さい） 

申請するプロジェクトは、ひとり親・非課税世帯の親子および児童養護施設の

子供たちを対象に、七五三や成人のお祝いの写真撮影を行い、撮影した写真

をアルバムにまとめてプリントしてプレゼントする活動です。 

参加者は用意した衣装の中からお子様に着物を選んでいただき、メイキャップ

を施して撮影を行います。ロータリアンは準備、後片づけ、お弁当配膳を協力

しました。 

実施期間 2024.8.23（金）8.25（日）（2日間） 

継続プロジェクトの場合 いつから  今年度         何回目   第 1回目   

実施場所 相模原市緑区合同庁舎、 

相模原市立市民・大学交流センターユニコムプラザさがみはら 

プロジェクトの費用   ３１４，５６０      円   

資金はどこから？  ■補助金  ■クラブ資金  □その他（       ） 

達成された成果   

 

（１００文字以内でご記入下さい） 

プロジェクトを通して、親子の絆や子供たちの成長をみんなで祝福し、 

思い出になる、写真で残すことができました。ボランティアスタッフへのお弁当

配布を協力することができ、みんなが笑顔で出来たことは良かったです。 

成果を測る指標 

（実施回数、支援対象者総

数、その他、数値に表せる

ものがあればいくつでもお

書きください） 

昨年度から趣旨に賛同し協力しています。 

今年度は初めて地区補助金奉仕プロジェクトとしてお手伝いすることができま

した。 

参加者：2日間合わせて５０組 

実施して気付いたこと ２日間を通して、参加者の皆さんが笑顔になってご帰宅される姿を見て、とても

嬉しく感じました。 

参加者の事情により、協力できることは限られていましたが、男手が必要な場

面も多々ありましたので、少しでもお役に立てる活動ができたのではないかと

思いました。 



                        

     奉仕プロジェクト完了/経過 報告   (ロータリーマジック賞用) 

クラブ名 相模原かめりあロータリークラブ 

プロジェクト名 奉仕プロジェクト「おださがロードフェスタ」 

 

活動内容 

 

（２００文字以内でご記入下さい） 

小田急相模原駅前テントブースにてポリオ募金活動・赤ちゃんだっこ体験を致

しました。 

 

 

 

実施期間 2024.10/5 10/6の 2日間 

継続プロジェクトの場合 いつから２０２０年               何回目 4回目           

実施場所 小田急線 小田急相模原駅前 

プロジェクトの費用  １１万円              円   

資金はどこから？  □補助金  ☑クラブ資金  □その他（       ） 

達成された成果   

 

（１００文字以内でご記入下さい） 

会員皆で参加をして募金総額１６７０００円寄付することができました 

 

 

成果を測る指標 

（実施回数、支援対象者総

数、その他、数値に表せる

ものがあればいくつでもお

書きください） 

 

実施して気付いたこと 今年度初 の 2日間の参加でしたが 2日間は厳しいと感じました。 

 

 


